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平成２８年度（第４４回）全国海区漁業調整委員会連合会日本海ブロック会議について（報告）

１ 日 時 平成２８年１０月２５日（火）１４：００～１７：００ 会議

２６日（水） ８：００～１２：３０ 視察

２ 場 所 酒田市内 日新開発ビル内「ル・ポットフー」

３ 出席者 鳥取海区漁業調整委員会 渡部会長、志村書記

４ 内 容

（１）概要

全国海区漁業調整委員会連合会による次年度の国への要望事項等について協議をした。

（２）平成２９年度要望事項について

今回提案された要望は合計１５項目。内８項目はクロマグロ問題を含む大中型まき網の操業適

正化に関するもの（日韓日中問題が４項目、プレジャーボート関連３項目）。

（議題の内訳）

Ⅲ 沿岸漁業の適正な利用について

●沿岸漁業と大中型まき網の調整について ・・・５題

・大中型まき網漁業の操業の適正化について（青森）

・日本海における大中型まき網船団の監視体制の強化について（山形）

・沿岸漁業と大中型まき網漁業の調整および制限について（新潟、京都、山口）

●クロマグロの資源管理について ・・・３題

・太平洋クロマグロの資源管理について（定置網の資源管理について）（青森）

・クロマグロの資源管理について（新潟、京都）

Ⅳ 外国漁船問題等について

●外国船の操業秩序、資源管理、監視取締等について（鳥取海区提案含む）・・・４題

・日本海における外国漁船の操業秩序の確立と取締体制の強化について（新潟～福井）

・日韓暫定水域における漁業操業秩序の確立について（但馬）

・日韓暫定水域及び我が国排他経済水域における漁業秩序の確立並びに漁船リース事業の

優先採択について（鳥取）

・日韓漁業協定の実行確保と監視取締体制の充実強化について（島根）

Ⅴ 海洋性レジャーとの調整について・・・３題

・プレジャーボート利用者に対する賠償責任保険の加入の義務化について（山形）

・ミニボート利用者の実態把握と危険行為の防止について（新潟他５県）

・ミニボートの安全対策及びプレジャーボートの係留対策について（京都）

→ いずれの議題も、日本海ブロックの提案として総会に上程されることが議決された。

（３）次期開催県

兵庫県で開催

（４）情報提供

「くろまぐろの資源管理」 水産庁漁業調整課沿岸・遊漁室 中山 洋輔係長

（５）視察

善寶寺及び鶴岡市加茂水族館を見学
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